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中間の空洞から上下に向かって放水 

下部の空洞から放水 

定
期
結
核
健
康
診
断 

七
月
一
四
日
（
水
）
、
二
一
時
ご
ろ
、 

熊
野
神
社
境
内
の
エ
ノ
キ
（
須
坂
市
指
定

の
天
然
記
念
物
）
か
ら
出
火
し
、
消
防

署
・
消
防
団
（
第
六
分
団
）
が
出
動
し
て

消
火
に
あ
た
り
ま
し
た
。 

 

出
火
当
時
は
幹
の
二
カ
所
（
木
の
中
・

下
部
）
か
ら
火
の
粉
や
煙
が
出
て
い
ま
し

た
が
約
二
時
間
後
に
鎮
火
し
ま
し
た
。 

消
防
団
は
翌
一
五
日
（
木
）
か
ら
一
週

間
、
警
戒
の
た
め
消
防
ポ
ン
プ
付
き
積
載

車
に
て
塩
川
区
内
を
巡
回
し
ま
し
た
。 

 

        

 

       

 

        

   

 

 

 

七
月
二
十
日
（
火
）
、
塩
川
町
公
会
堂

前
庭
に
て
、
六
五
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
、
年
一
回
の
定
期
結
核
健
康
診
断
（
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
）
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。 新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
男
性
は
十
時
四
十
分
～
十
一
時

十
分
、
女
性
は
十
一
時
十
分
～
十
二
時
〇

〇
分
に
分
散
し
て
実
施
さ
れ
、
約
百
名
の

方
が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。 

日
本
で
は
毎
年
新
た
に
一
万
八
千
人

程
度
の
結
核
患
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
（
結
核
を
予
防
す
る
た
め
の
ワ
ク

チ
ン
）
を
生
後
一
歳
に
至
る
ま
で
の
間
に

接
種
（
効
果
は
十
年
～
十
五
年
程
度
続
く

と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
の
影
響
も
あ
り
、

小
児
の
患
者
は
少
な
く
、
高
齢
者
の
発
症

が
大
部
分
を
占
め
ま
す
。 

結
核
の
症
状
は
、
咳
、
痰
、
微
熱
、

食
欲
不
振
、
体
重
減
少
、
倦
怠
感
な
ど
風

邪
の
症
状
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

か
の
症
状
が
二
週
間
以
上
続
く
場
合
は
、

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

結
核
と
診
断
さ
れ
て
も
、
し
っ
か
り
服
薬

す
れ
ば
治
る
病
気
で
す
。 

結
核
予
防
の
た
め
、
日
頃
か
ら
健
康

的
な
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 
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け
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夕
方
の
雷 
が
原
因
か 

保
健
補
導
員
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。 
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8/8 （日） 6:00～ 水路・公園一斉清掃

8/14（土） 19：00～ 盆踊り・子供大会 中止

8/21（土） 8:30～10:30 粗大ゴミ収集

8/22（日） 8:00～ 公会堂清掃（51,52組）

9/5（日） 7:00～ 塩川町自主防災訓練（公会堂前庭）

9/12（日） 6:00～ 水路・公園一斉清掃

9/19（日） 8:00～ 公会堂清掃（53,54組）

9/19（日） 19:00～ 熊野神社例大祭前夜祭（熊野神社）

9/20（月） 14:00～ 熊野神社例大祭（熊野神社）

9/30（木） 7:00～9:00 第５回収納日（公会堂）

0今後の行事予定

長
生
会
と
小
学
生
に
よ
る 

共
同
清
掃 

草
刈
り 

草刈機等で刈られた大量の草（長者公園）  

・事解男命（ことさかおのみこと）魔除けの神  

・速玉男命（はやたまおのみこと）心願成就神 

・伊弉冊尊（いざなみのみこと） 縁結神 

    

七
月
二
十
四
日
（
土
）
、
長
生
会
の
皆

様
と
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
・
小
学
六
年
生

の
皆
様
に
よ
っ
て
長
者
公
園
の
清
掃
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
学
四
・
五
年
生
の

皆
さ
ん
は
、
熊
野
神
社
境
内
・
上
部
公
園

の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

区
民
の
皆
様
が
快
適
に
利
用
で
き
る
綺

麗
な
公
園
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

                 

    

七
月
二
十
五
日
（
日
）
、
十
四
時
～
十

五
時
ま
で
熊
野
神
社
社
殿
に
て
祇
園
祭
が

執
り
行
わ
れ
、
無
病
息
災
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
終
息
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

 

祇
園
祭
で
は
、
三
体
の
御
神
像
が
御
開

帳
に
な
り
ま
す
。 

                     

   

 

七
月
一
七
日
（
土
）
、
須
坂
市
立
博
物

館
と
須
坂
市
笠
鉾
会
館
ド
リ
ー
ム
ホ
ー
ル

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

須
坂
市
博
物
館
に
は
、
弥
生
時
代
（
諸

説
あ
り
：
紀
元
前
十
世
紀
頃
、
ま
た
は
紀

元
前
三
世
紀
～
三
世
紀
頃
）
や
古
墳
時
代

（
三
世
紀
頃
～
七
世
紀
頃
）
に
塩
川
町
か

ら
発
掘
さ
れ
た
土
器
な
ど
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。 

須
坂
市
笠
鉾
会
館
ド
リ
ー
ム
ホ
ー
ル
に

は
、
塩
川
町
公
会
堂
仏
間
の
格
天
井
に
奉

納
さ
れ
た
「
算
額
」
と
呼
ば
れ
る
数
学
の

問
題
や
解
き
方
が
書
か
れ
た
絵
馬
の
複
製

品
や
、
当
時
の
子
供
た
ち
が
学
ん
で
い
た

「
九
九
」
の
読
み
方
や
面
積
の
求
め
方
な

ど
の
算
学
書
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ご
興
味
の
あ
る
方
は
足
を
運
ば
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

      

  

                              

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン 

 
 

接
種
に
つ
い
て 

一
二
歳
以
上 

六
四
歳
以
下
の
集
団
接
種

予
約
が
始
ま
り
ま
す
。 

八
月
の
接
種
対
象
者
は
、
六
四
歳
以

下
で
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
と
高
齢
者

施
設
な
ど
に
従
事
し
て
い
る
方
が
優
先

し
て
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
他
の
六
四
歳

以
下
の
方
は
、
年
齢
を
区
切
っ
て
順
次

接
種
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。 

 

祇
園
祭 

 

須坂市立博物館 

須坂市笠鉾会館 

ドリームホール 

塩
川
町
の
遺
物
を
展
示 

 

 
 
須坂市 

 
新型コロナ
ワクチンの
予約と接種
について 


